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ＭＢＳ『労組と弾圧』に反響
9/8 TBS（首都圏）放映で

●町山広美さん（放送作家）が信毎にコラム

ＭＢＳ制作の「労組と弾圧」が９月８日深夜に TBS（首都圏）の「ドキュメンタリー・解放

区」で放映されるとお知らせしたところ、多くの方々から視聴したとのご連絡をいただいた。

町山広美さん（放送作家）は信濃毎日新聞のコラム「怪しいＴＶ欄」で、「労働運動と権力の

弾圧に遅まきながら光」と題して次のように書いている。

「関西生コン。その名をネットなどで見かけてはいても、何が起きているか知ろうとしなかっ

たことを恥ずかしく思います。」（２ページに掲載）

町山広美さんは「有吉ゼミ」「マツコの知らない世界」などを担当する放送作家。「タモリ倶

楽部」では人気の空耳アワーコーナーを担当した。信毎ではコラムニストとして「ＢＣ級戦犯裁

判」「南西諸島への自衛隊配備」など硬派なテーマを隔週で取り上げている。

●番組制作ディレクターを招いて

「月刊大阪弁護士会」９月号は、「司法改革大阪各界懇談会」が６月 18日にＭＢＳの担当のプ

ロデューサーとディレクターを招いて聞いた番組制作の経緯と苦労話をまとめて掲載している。

（３ページに）

労働組合活動を犯罪扱いさせてはなりません

11/12（火）18：30～ 20：30（受付開始 17：30）

会場 キャンパスプラザ京都 第 1講義室（300人）

JR京都駅から徒歩 5分

内容 報告 1 片田真志弁護士（関西生コン弁護団）

「京都事件とはなにか」

報告 2 中谷雄二弁護士（大垣警察市民監視違憲訴訟弁護団）

「画期的な名古屋高裁判決の意義」

パネルディスカッション

金平茂紀（ジャーナリスト）

山田省三（中央大学名誉教授）

海渡雄一（弁護士、関西生コン事件国賠訴訟弁護団）

コーディネーター・竹信三恵子（ジャーナリスト）
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